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2学期評価の結果 

 学校評価へのご協力をありがとうございま

した。ほとんどの項目において 9 割以上の，

高評価をいただきました。評価平均値を 1 学

期と比較すると 2.3 増となりました。これか

らも学校へのご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。 

 

令和６年のスタートに当たって 

                           校 長  

新年明けましておめでとうございます。 

令和６年が始まり，また，今年度の最後の学期である３学期もスタートしました。令和６年は１

月１日から目を疑うような能登半島地震の発生，そして，２日は日航機衝突事故と続けざまに大き

な災害や事故が発生し，多くの方々が令和６年の始まりを不安な気持ち 

で迎えられたのではないでしょうか。また，災害や事故に遭われた方々 

の様子や状況等がニュース等で伝えられる度に，胸を痛められている 

方も多かったことと思います。本校でも，３学期の始業式が始まる前に， 

全児童生徒及び職員で能登半島地震で亡くなられた方々のご冥福を祈っ 

て黙とうを行いました。今後，被災された方々の生活状況等が少しでも 

早くよくなることを願うばかりです。 

さて，歴史小説「竜馬がゆく」や「坂の上の雲」等で有名な司馬 遼太郎が子ども向けに書いた

「２１世紀に生きる君たちへ」という随筆で，次のように述べています。 

 

私は，人という文字を見るとき，しばしば感動する。ななめの画がたがいに支え合って構成され

ているのである。そのことでも分かるように，人間は，社会をつくって生きている。社会とは，支

え合う仕組みということである。（中略）このため，助け合うということが，人間にとって，大きな

道徳になっている。助け合うという気持ちや行動のもとは，いたわりという感情である。他人の痛

みを感じることと言ってもいい。やさしさと，言いかえてもいい。 

「やさしさ」「おもいやり」「いたわり」「他人の痛みを感じること」みな似たような言葉である。

これらの言葉は，もともと一つの根から出ているのである。 

根といっても，本能ではない。だから，私たちは訓練をして，それを身につけねばならない。そ

の訓練とは，簡単なことである。例えば，友達がころぶ。ああ痛かったろうな，と感じる気持ちを，

そのつど自分の中でつくりあげていきさえすればよい。 

 

３学期の始業式で，「『すわのせ しあわせ』な学校をつくるために学校教育目標である『自分を

みがき，共にみがく 未来をきずく』の実践を頑張りましょう」と，具体的な１２の実践項目を示

して子どもたちには話をしています。それらの実践項目の中には，「やさしさ」「おもいやり」「いた

わり」に関わる内容もあります。是非，子どもたちには，実践項目の目標達成（子どもたち自身で

どの程度頑張れるか，１００を最高数字として達成目標数値を決めています。）に向けて頑張ってほ

しいと思います。 

子どもたちが，健やかに成長し，今以上に「やさしさ」「おもいやり」「いたわり」の心をもった

人となるよう，昨年同様，島民の皆様の温かい声かけとご支援を今年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。 

 始業式は体調不良などで全員出席できないスタートとなりました。入試やインフルエンザの

流行，怪我の発生などで 3 学期は全員が揃う日がまだありませんが，日々の健康に感謝し過ご

していきたいものです。今年もよろしくお願いいたします。           教頭 

 

すわのせっ子 １月コレクション 

 
 

児童生徒代表者の 3 学期の抱負 
 

  

 

席書会 一字一字集中し力強く書きました 
転校のお知らせ 

 ４月からいっしょに学び､遊んだお友達が 3 学

期から転校することになりました。またいつか再

会し，諏訪之瀬島の思い出話ができるといいです

ね。 

 

掲載おめでとう! 

南日本新聞「子どものうた」と「若い目」に掲載されま

した。 

 


